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作肘するものではないらしいことを′Jr十｡勿i性滞分

析の甘分はtA･T･は火分Aもからこれに政,Cは掛 ･て研
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いもの:+_坤て分解を促す肝Cあら｡
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は300Ochl下では分解しないことが疏められている｡
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る｡生民姑は

1ゝ1.ヤot-＼tO+IJl,日

であろが,生f=批 姑として!Ll.紀文に上ろ:fH.の

くた成と

5_(JI.I+3H:てor-J.Tit+9LTD

に上る ･TI=_LL;.嘘非他l･TI0)で暮▲l),miAに立郎 (他の

不肋 聯 すろと搬 瓜 三式姉.こ多くなる.

5) 仝4LRび炎の他のJl化柑 三frrAtの珊 t･甘しく

促iFT-ろ｡この招一定のPE等【那Iがあl)jlつ血肋 間

は4(化劫の合允に伏ろ.卯 月肌)は充bkの止には扶ら

温血 こより妊ろがそれは18
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較される柑 t.こより生L臓 の分掛 芯 地3Ltろ鑑の期 本職 を廼 L:即 行許を79た山本先生,策Bの隷助を

EZlと解されT.一分書して生 じ1=Ch lICIは柵 に此 fSたil珊 JF托,仙 ftをJLさされたEl水化牙,料

し乎しい糊 Rを待ていろ｡錦安細 介袖を急藷 辛酸 tt与えられた文5秒二相 のZEk訳す｡
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